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３．環境基本計画の進捗状況の点検・評価等 

項 目 名 基準年度 現況 目 標 

自動車騒音の環境基準達成率 
82% 

(18年度) 

91% 

(27年度) 

おおむね達成します 

(平成 22 年度以降毎年度) 

航空機騒音の環境基準達成率 
※１ 

成田空港周辺   51% 

羽田空港周辺   100% 

下総飛行場周辺  82% 

木更津飛行場周辺 100% 

(18年度) 

64% 

100% 

91% 

100%※2 

(27年度) 

達成率を向上させます 

(毎年度） 

騒音・振動・悪臭の苦情件数 
1,502件 

(18年度) 

1,946件 

(27年度) 

減少させます 

(毎年度) 
※１ 25年度から航空機騒音に係る環境基準の評価方法が変更となっている。 

※２ 環境基準評価に必要な調査日数が得られていないが、調査期間（7日間）の測定結果では環境基準である Lden57デシベ

ル以下であった。 

 

 

 

 

 

【２７年度の主な取組】 

① 騒音・振動の防止 

・環境保全協定締結工場との事前協議を 9 件（騒音のみ）、工場立地等各種開発行為の事前審査を 7

件（騒音 5 件、振動 2 件）実施し、事業者に対して騒音・振動の一層の低減を指導しました。な

お、騒音規制法及び振動規制法に基づく特定工場等及び特定建設作業に対する改善勧告はありま

せんでした。 

・自動車騒音については、道路に面する地域の騒音に係る環境基準の評価を行いました。 

・騒音・振動規制を担当する市町村職員向けの測定技術講習会を 2 回開催し、技術指導を行いまし

た。 

② 航空機騒音の防止 

  ア 監視体制の強化 

・成田空港周辺では、固定測定局 89局（うち、県設置 23局）による常時監視を行いました。 

・羽田空港周辺では、固定測定局 7 局（うち、県設置 6局）による常時監視を実施しました。 

・羽田空港Ｄ滑走路の供用開始（22 年 10 月）による航空機騒音の実態を把握するため、夏季（7

月 25 日から 8月 7 日まで）及び冬季（12月 4 日から 12月 17 日まで）に、それぞれ二週間の調

査を行いました。 

・下総飛行場周辺では、固定測定局 2 局による常時監視を実施するとともに、地域内の 8 地点で

10 月 15 日から 10 月 28 日まで二週間の実態調査を行いました。なお、木更津飛行場周辺では、

木更津市が実態調査を行っています。 

自動車騒音の環境基準達成率は、基準年度と比べて増加（改善）しています。航空機騒音の

環境基準達成率も基準年度と比べて増加（改善）しています。苦情件数については、基準年度

と比べて増加（悪化）しています。 

（１）指標の現況

（２）評価

（３）２７年度の主な取組、分析及び今後の対応方針
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イ 対策の強化 

・航空機騒音に係る環境基準の未達成地域がある成田空港及び下総飛行場について、平成 28 年 3

月に国や空港管理者等に対し、環境基準の早期達成について要請を行いました。 

③ 悪臭の防止 

・環境保全協定締結工場との事前協議を３件実施し、事業者に対して悪臭の一層の低減を指導しま 

した。工場立地等各種開発行為の事前審査等はありませんでした。 

・悪臭規制を担当する市町村職員向けの測定技術講習会を 1回開催し、技術指導を行いました。 

 

【分析（目標達成阻害要因、状況の変化、課題等）】 

・首都圏空港機能強化として、成田空港、羽田空港とも、発着容量の拡大などが検討されています。 

  

【分析結果を踏まえた今後の対応方針】 

・工場・事業場に対しては、今後も環境保全協定に基づいた事業者指導を実施します。 

・自動車騒音や各空港周辺における航空機騒音の常時監視を実施します。下総飛行場周辺では、短

期の実態調査を継続して実施します。 

・騒音・振動・悪臭の測定については、市町村等への技術指導を行っていきます。 

 
図表4-2-24 道路に面する地域の騒音に係る環境基準達成状況  
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図表4-2-25　成田空港、羽田空港、下総飛行場、木更津飛行場の周辺地域における

　　　　　　環境基準の達成率

図表4-2-26　年度別苦情受付件数
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（１）水環境の現状
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また、前の５か年（ ～ 年度）の平均値

と比較すると 地点中 地点で改善、

地点で横ばい、 地点で悪化の状況にありま

した。（図表 ）

図表 水質 ・ の変動状況

 (注)１．前５か年の年平均の平均値と比較し 10％以上の低下を「改善」、

10％以上の上昇を「悪化」、その他を「横ばい」とした。 
    ２．（ ）内に割合(％)を示す。 
 

ウ 主要水域の水質汚濁状況

（ア）河川

江戸川は、野田市で利根川から分流し、本

県と埼玉県、東京都との境を流下して東京湾

に注ぐ河川で、飲料水を始め農業用水、工業

用水、漁業等に利用されています。  
年度の結果では、各地点のＢＯＤ年平均

値は ～ となっています。（図表

）

図表 江戸川の水質縦断変化図

（ 年平均値） 
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また、主要地点においては、前年度と比較

すると改善しています。（図表 ）

図表 江戸川の主要地点の水質経年変化

（ 年平均値） 
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利根川は関東平野を流れる全国有数の河川

です。 
本県は江戸川分岐点から太平洋に注ぐまで

の利根川に接し、その水は飲料水、農業用水、

工業用水、漁業等に利用されています。 
年度の結果では、各地点のＢＯＤ年平均

値は ～ となっています。（図表

）

図表 利根川の水質縦断変化図（ 年平均値） 
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また、主要地点においては、年度により若

干の変動はあるものの、ここ数年概ね横ばい

の状況です。（図表 ）

図表 利根川の主要地点の水質経年変化

（ 年平均値） 
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ａ　江戸川

ｂ　利根川
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